
 

＜別紙＞ 情報提供様式  

 

①事例名 

ChatGPTの有効活用 

②学校名 

近江八幡市立八幡中学校 
                                        連絡先 0748-33-2059 

③取組分野（複数選択可） 

 
■業務の廃止・精選に関する効果的な取組事例 

④直面していた課題（取組前の様子） 

働き方改革推進月間を設定し、早期退勤を意識した雰囲気づくりや各種の手立てを講じてきたものの、取組内容

が次第に固定化し、形式的な実施にとどまる状況が見られた。その結果、業務の進め方そのものを見直すまでには

至らず、在校等時間の縮減に向けた新たな工夫や改善が生まれにくく、働き方改革がマンネリ化しているという課

題があった。 

⑤在校等時間の縮減に向けた具体の取組内容 ⑥参考となる写真や資料を添付 

 
・ChatGPTの有効活用 

ChatGPTを活用し、自身が作成した文書の校正や推敲を行うこ

とで、点検に要する時間の短縮を図った。また、保護者向け文書に

ついては、ChatGPT と対話しながら内容や構成を整理すること

で、作成時間の効率化につなげた。 

 さらに、各種アンケートの集約・整理においても ChatGPT を活

用し、自由記述の要点整理や分類を行うことで、作業時間の短縮を

実現した。 

 加えて、Excel のマクロや関数についても ChatGPT を参考に

しながら理解を深め、集計・分析作業の効率化を図るとともに、

Excel活用の幅を広げた。 

 

 取組のポイント 
 ChatGPT は、一から文章を作成させるためのものではなく、あ

くまでも自身が作成した文章の校正や推敲、作業手順の確認等に活

用することが重要である。また、「どのような内容を表現したいか」

を明確に意識しながら対話を重ね、目的に沿った活用を心掛けた。 

 なお、ChatGPT が生成した内容については参考資料として位置

付け、必ず内容を精査した上で慎重に扱うこととした。 

 

 

（資料１） ChatGPTを通して作成した文化祭総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料２） ChatGPTとともに作成したマクロ 

 
⑦取組の成果 

 

文書作成や点検、アンケート集約、データ整理等に要する時間を

削減することができ、業務全体の効率化につながった。また、

Excel のマクロや関数を活用できるようになったことで、集計作

業の迅速化と正確性の向上が図られた。 

 

成果のポイント 
ICT ツールを目的に応じて適切に活用することで、業務の質を

維持・向上させながら、在校等時間の縮減を実現できた点に成果

がある。特に、ChatGPTを「補助的なツール」として位置付け、最

終的な判断や確認を自身で行ったことが、安心・安全な活用につな

がった。 

 


